
（様式5） (R8.1更新)

長崎県男女共同参画推進センター長 殿

下記のとおり、申請します。

番号

1 「ひとは性の奴隷となることなく主人となって生きてほしい」久布白落實

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

※パネル返却（到着）予定日は、土日祝日以外で記入ください。

※枠内にご記入の上、長崎県男女共同参画推進センターに提出願います。

※貸出に係る費用　貸出料は無料。パネルの往復送料は、利用者の実費負担です。

注１　著作権の遵守　パネルの著作権を遵守し、許可なく展示名称・内容を変更したり、引用してはならない。

パネル展示期間 令和　　年　　月　　日～　令和　　年　　月　　日

パネル到着希望日 令和　　年　　月　　日

パネル返却（到着）予定日 令和　　年　　月　　日

パネル展示（使用）場所

内容

「権利の上に眠るな」 市川房枝

「女が女の味方をしないでどうしますか」 長谷川時雨

パネル送付先（住所・宛名）
〒

〒

「個人的なことは政治的なことである」 キャロル･ハニッシュ

パネル使用目的 　

「とびこえよ　その囲いを」 ベル･フックス	

タイトル･説明パネル	

貸出希望パネル
※該当するものに○

印
※サイズは全てB3縦

代表者名 　

合計　　（　　　　　　）枚

イーゼル（貸出用は５本） （　　　　　　　　　　　　）本

担当者名

電話番号

住所

「男も女も自分ではたらいて食べて、わたしはぼくはという一人称で語るべきだと心底
思いました」吉武輝子

「新しい植物が芽生えるには一粒の種が砕かれねばならないのだ」 津田梅子

「世の中の習慣なんてどうせ人間のこしらえたものでしょう」高村智恵子	

「わたしがわたしとして生きることを許して欲しい そうすれば満足して生きられます」
アンネ･フランク

「婦人学級は新しい時代のものの考え方を身につけて行動力をもつ女性の自立によって
男女平等を実現しようとする方向をもつ学習である」	塩ハマ子

「ミライを創るあなたへ」パネル貸出申請書

　　　令和　　　　年　　　　月　　　　　日

なお、貸出を受けるにあたっては、長崎県男女共同参画推進センターが定める貸出要領を遵守しま
す。

申請者（機関）名


